
京町のまちなか交流館しゃべーるの指定管理者が
４月１日から株式会社クーバル北海道支店（本社・大阪市）に代わりました。
これまで通り継続するカフェスペースや
就労継続支援B型事業所、バス待合所、多世代交流スペースのほか、
地域活動支援センターが加わった、まちなか交流館を紹介します。

新たな指定管理者から
　　　　　　メッセージ

株式会社クーバル北海道支店
支店長　川上泰央さん

まちなか交
流館

新しくなり
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新しくまちなか交流館しゃべーるの指定管理者になりました株式
会社クーバル北海道支店です。「“健幸”を整える場の提供」を目指
し、利用者の可能性を引き出せる施設にしたいと思っています。
４月からリニューアルオープンしましたが、障がい者福祉に携わ
る場合、急激な環境の変化は利用者への大きな負担になるため、今
回はあえて大幅な環境変化は行いませんでした。
これまで、障がいのある利用者の皆さんと会話を重ねて、期待を
膨らませていただいている方も多くいます。私たちは、「してあげる」
のではなく、個々の適性を把握して「一緒に」取り組みながら、自
分の好きなことを見つけてもらいたいです。そっと背中を押してあ
げる存在でしょうか。「好き」なことがビジネスにつながり、やが
て自立できるようにサポートしたいですね。
例えば、利用者の皆さんからお菓子が好きと伺ったので、現在皆
でクッキー作りを行っています。楽しんで取り組んでいるので、試
作を重ねて、カフェでオリジナルブレンドのコーヒーと一緒に提供
したり、商品化して幅広く親しんでもらいたいと思っています。
また、町民の交流の場として利用していただけたらうれしいです。
人が集まることで、エネルギーは高まり、地域の活性化に波及しま
す。世代を問わず、交流の輪が広がる場所になるように、皆さんと
一緒に作り上げていきたいです。
この施設を厚真町の顔にするのが目標です。皆さんに助けていた
だきながら“健幸”が実感できる場所にしたいと思います。
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玄関の風除室は、定休日もバス待合として利用で
きます。

正社員３人、パート７人の10人で運営します。繰り返し、
足を運んでもらえるように笑顔が絶えない場所にしたいです
ね。カフェ部分も拡張して、ゆっくりとくつろいでもらえる
ようにレイアウトを変えました。

来場者の要望も聞きながら集いの場にしたいと考えていま
すので、気軽に声をかけてください。北海道に来て間もない
ので、厚真町のいろいろなことを教えてもらえるとうれしい
です。

施設長　関西正成さん

コミュニテ
ィ

カフェ

支援センター

バス待合所

地　活動

利 用 対 象 厚真町に住所があり、身体障害者手帳、療育手帳、精神保健福祉手帳、
自立支援医療受給者証（精神通院医療）の交付を受けている障がい者・障がい児

利 用 方 法 まずは利用相談や見学をお申し込みください。
利用開始前に利用契約を結びます。

利 用 料 基本的に無料です。
※ただし、例えば創作プログラムの材料代や、食事代などの実費負担が想定されます。

利 用 相 談
申 し 込 み 厚真町まちなか交流館　☎29‒7022　※定休日（水曜日）を除く10時～18時

営 業 時 間 10時～18時
ランチタイム 11時～14時　
定 休 日 水曜日

利 用 時 間 8時30分～18時

お土産としても人気が高い

手作り豆腐も

引き続き販売しています。

これまで通り、店内でお食事ができます。くつろいでもらうために、
フロアを最大限活用してテーブル席６席を配置しました。
１人用が２席と、２人用が４席あり、新型コロナウイルス感染症
の対策も講じています。また、小上がり席もあり、ゆったりと過
ごすことができます。
ランチタイムは、パスタなどの軽食やスイーツが楽しめます。
今後、メニューも少しずつリニューアルしていく予定です。

施設の目の前に、あつまバス「しゃべーる前」停留所があり、バス
が到着するまでの時間を、館内の待合所で過ごすことができま
す。３人掛けのソファーや１人用の椅子が用意されてい
るほか、路線バスやデマンド交通めぐるくんなど、公
共交通の路線図や時刻表、資料も用意しています。
バスを待つ間、ぜひ会話を弾ませてください。

試作中のクッキー

フリーWi-Fiもあります。
おいしいコーヒーを飲みながら
リラックスして仕事ができます。

障がいによって就労が困難な人などに対し、創作や作業、地域社会と
の交流の機会などを提供する場として、今回、地域活動支援センタ
ーを開設しました。
利用者が、自宅以外の場所に出かけ、時間をかけながら家族以外の
人と話すきっかけを持つことで地域社会との交流を図り、将来展望
を見出してもらうための支援を行います。
施設利用希望者や家族への聞き取りの結果、調理活動のニーズが高く、

なかでもクッキーやジェラートなどのお菓子作り
の希望が多く寄せられました。「どんな味にするか」「作って楽し
むだけではなく、販売してみたい」といった期待に胸を膨らま
せる声が寄せられました。
こういった状況を踏まえ、同センターでは今後、お菓子づく
りを通じて安心して通える場所を提供して環境に慣れてもら
い、将来的にはお菓子を授産商品として販売することで、就
労にも結びつけたいと考えています。

利用者それぞれの可能性を引き出しながら、地域社会に慣れても
らえるような活動を行います。
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